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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】飲食物調理装置、調理システム及びユーザー端
末を提供する。
【解決手段】飲食物調理装置１は、本体と、加熱手段及
び／又は流量制御手段と、加熱手段及び／又は流量制御
手段に電気的に接続されて加熱手段及び／又は流量制御
手段を制御する制御手段と、貯水器の給水時間を制御す
るように、制御手段に電気的に接続されて加工プロセス
情報を受信するネットワーク通信手段とを備える。飲食
物調理装置は、ネットワーク通信手段を介して食品に対
応する加工プロセス情報を受信し、受信した加工プロセ
ス情報に基づいて流量制御手段が水又は油などの液体を
加えるように制御し、次にプリセットの電力図と加熱時
間に基づいて加熱手段が加熱するように制御し、様々な
食品を適切に加工し、それにより様々な食品の調理効果
が最適になり、構成が簡単であり、メモリーシステムに
よって、食材を容易かつ迅速に加工調理できる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　飲食物調理装置であって、本体と、加熱手段及び／又は流量制御手段と、前記加熱手段
及び／又は流量制御手段に電気的に接続されて前記加熱手段及び／又は前記流量制御手段
を制御する制御手段と、貯水器の給水時間を制御するように、前記制御手段に電気的に接
続されて加工プロセス情報を受信するネットワーク通信手段を備える、
　ことを特徴とする飲食物調理装置。
【請求項２】
　前記ネットワーク通信手段に電気的に接続される感知手段をさらに備える、
　ことを特徴とする請求項１に記載の飲食物調理装置。
【請求項３】
　前記感知手段は画像認識装置及び／又はＮＦＣカードリーダーを備える、
　ことを特徴とする請求項２に記載の飲食物調理装置。
【請求項４】
　前記ネットワーク通信手段に電気的に接続される表示手段をさらに備える、
　ことを特徴とする請求項１に記載の飲食物調理装置。
【請求項５】
　前記制御手段及び／又は前記ネットワーク通信手段に電気的に接続されるユーザー入力
手段をさらに備える、
　ことを特徴とする請求項１に記載の飲食物調理装置。
【請求項６】
　前記制御手段に電気的に接続されるタイミング手段をさらに備える、
　ことを特徴とする請求項１に記載の飲食物調理装置。
【請求項７】
　前記本体には、前記制御手段に電気的に接続されかつ前記制御手段を起動する選択ボタ
ンが設けられる、
　ことを特徴とする請求項１に記載の飲食物調理装置。
【請求項８】
　前記本体には、走査ヘッドが設けられる、
　ことを特徴とする請求項１に記載の飲食物調理装置。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の飲食物調理装置に適用される飲食物調理システム
であって、選択された食材に応じて所望の食物に変換する読み取り手段と、食品ラベル情
報を受信し、前記読み取り手段に対応するカスタマイズ手段と、及び前記カスタマイズ手
段に基づいて飲食物調理指令を実行する制御手段とを備え、前記読み取り手段が前記カス
タマイズ手段に電気的に接続され、前記カスタマイズ手段が前記制御手段に電気的に接続
される、
　ことを特徴とする飲食物調理システム。
【請求項１０】
　前記読み取り手段は、二次元コード又はバーコードを介して所望の食物情報を取得する
走査モジュールを備える、
　ことを特徴とする請求項９に記載の飲食物調理システム。
【請求項１１】
　前記読み取り手段は、外部ボタンを介して所望の食物を押圧して食物情報を読み取る起
動モジュールを備える、
　ことを特徴とする請求項９に記載の飲食物調理システム。
【請求項１２】
　前記カスタマイズ手段は、前記読み取り手段に電気的に接続され、選択モジュールにお
ける食物に対応するレシピが予め記憶される予め記憶モジュールと、選択された食物に応
じて前記予め記憶モジュールにおける食物レシピを呼び出す呼び出しモジュールと、前記
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制御手段に電気的に接続され、前記呼び出しモジュールにおけるレシピに必要な水使用量
、調理温度及び調理時間に応じて設定値を設定する設定モジュールとを備え、前記制御手
段は、前記設定モジュールの設定情報に応じて水使用量、調理温度及び調理時間を制御す
る、
　ことを特徴とする請求項９～１１のいずれか１項に記載の飲食物調理システム。
【請求項１３】
　支払い手段を更に備え、前記支払い手段が前記制御手段に電気的に接続され、前記制御
手段が前記支払い手段による支払い完了を認識すると、調理指令を実行する、
　ことを特徴とする請求項１２に記載の飲食物調理システム。
【請求項１４】
　前記予め記憶モジュールには、食品ラベル情報に対応する価格情報がさらに記憶され、
前記カスタマイズ手段は価格情報を送信できる、
　ことを特徴とする請求項１２に記載の飲食物調理システム。
【請求項１５】
　カスタマイズクライアントを更に備え、前記カスタマイズクライアントは、ユーザーが
様々な食材を選択するように、複数種の食材を表示する選択モジュールと、ユーザーの選
択情報を受信し、前記選択モジュールに電気的に接続される受信モジュールと、ユーザー
が選択した後に商品を支払いうモジュールとを備え、前記支払いモジュールが前記制御手
段に電気的に接続される、
　ことを特徴とする、請求項９又は１０に記載の飲食物調理システム。
【請求項１６】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の飲食物調理装置及び／又は請求項９～１５のいず
れか１項に記載の飲食物調理システムに電気的に接続されるユーザー端末であって、
　ユーザーが選択しかつ選択された情報を送信するように、１種又は複数種の食品情報及
び／又は加工プロセス情報を表示する選択モジュールを備える、
　ことを特徴とするユーザー端末。
【請求項１７】
　前記選択モジュールに電気的に接続されて、食品情報を感知して送信する感知モジュー
ルをさらに備え、
　前記選択モジュールは食品情報を受信して表示することができる、
　ことを特徴とする請求項１６に記載のユーザー端末。
【請求項１８】
　請求項１に記載の飲食物調理装置に基づく飲食物調理装置の商業モードであって、ユー
ザーは費用を支払いかつ選択された調理対象の食材を飲食物調理装置に置き、飲食物調理
装置を起動し、飲食物調理装置の調理が終了すると、該調理食物を取る、
　ことを特徴とする飲食物調理装置の商業モード。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は食材技術分野に関し、特に飲食物調理装置、調理システム及びユーザー端末に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、生活のペースが加速するに伴い、ご飯を作る時間がない人が多くなり、デリバリ
ー又はファーストフードなどの食品を選択せざるを得ず、しかしながら、現在、デリバリ
ー市場は品質がばらばらである状況であり、大部分のデリバリー製品は価格が高く、栄養
どころか、衛生的ではなく、人の好みが様々であるため、人のニーズを満たすことができ
ず、頻繁に食べると健康に不利であり、また、現在の自動茹で麺装置などの装置は、麺類
を茹でることしかできず、人為操作を必要とし、食品の最適な状態になるように、各種の
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製品の加熱時間と温度を効果的に制御することが困難である。
【０００３】
　従来の飲食物調理装置はすべて単一制御であり、水添加と加熱を手動制御し、人による
食物へのニーズ、及びインテリジェント加工のニーズを満たすことができない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の実施例は、上記の技術課題を解決するために、飲食物調理装置、調理システム
及びユーザー端末を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記背景技術に提出された問題を解決するために、本発明の実施例は、本体と、加熱手
段及び／又は流量制御手段と、前記加熱手段及び／又は流量制御手段に電気的に接続され
て前記加熱手段及び／又は前記流量制御手段を制御する制御手段と、前記貯水器の給水時
間を制御するように、前記制御手段に電気的に接続されて加工プロセス情報を受信するネ
ットワーク通信手段とを備える飲食物調理装置を提供している。
【０００６】
　本発明の好適な形態としては、前記ネットワーク通信手段に電気的に接続される感知手
段をさらに備える。
【０００７】
　本発明の好適な形態としては、前記感知手段は、画像認識装置及び／又はＮＦＣカード
リーダーを備える。
【０００８】
　本発明の好適な形態としては、前記ネットワーク通信手段に電気的に接続される表示手
段をさらに備える。
【０００９】
　本発明の好適な形態としては、前記制御手段及び／又は前記ネットワーク通信手段に電
気的に接続されるユーザー入力手段をさらに備える。
【００１０】
　本発明の好適な形態としては、前記制御手段に電気的に接続されるタイミング手段をさ
らに備える。
【００１１】
　本発明の好適な形態としては、前記本体には、前記制御手段に電気的に接続されかつ前
記制御手段を起動する選択ボタンが設けられる。
【００１２】
　本発明の好適な形態としては、前記本体には、走査ヘッドが設けられる。
【００１３】
　飲食物調理システムであって、選択された食材に応じて所望の食物に変換し、食品ラベ
ル情報を受信する読み取り手段と、前記読み取り手段に対応するカスタマイズ手段と、前
記カスタマイズ手段に基づいて飲食物調理指令を実行する制御手段とを備え、前記読み取
り手段が前記カスタマイズ手段に電気的に接続され、前記カスタマイズ手段が前記制御手
段に電気的に接続される。
【００１４】
　本発明の好適な形態としては、前記読み取り手段は、二次元コード又はバーコードを介
して所望の食物情報を取得する走査モジュールを備える。
【００１５】
　本発明の好適な形態としては、前記読み取り手段は、外部ボタンを介して所望の食物を
押圧して食物情報を読み取る起動モジュールを備える。
【００１６】
　本発明の好適な形態としては、前記カスタマイズ手段は、前記読み取り手段に電気的に
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接続され、前記選択モジュールにおける食物に対応するレシピが予め記憶される予め記憶
モジュールと、選択された食物に応じて前記予め記憶モジュールにおける食物レシピを呼
び出す呼び出しモジュールと、前記制御手段に電気的に接続され、前記呼び出しモジュー
ルにおけるレシピに必要な水使用量、調理温度及び調理時間に応じて設定値を設定する設
定モジュールとを備え、前記制御手段は、前記設定モジュールの設定情報に基づいて水使
用量、調理温度及び調理時間を制御する。
【００１７】
　本発明の好適な形態としては、支払い手段を更に備え、前記支払い手段が前記制御手段
に電気的に接続されて、前記制御手段が前記支払い手段による支払い完了を認識すると、
調理指令を実行する。
【００１８】
　本発明の好適な形態としては、前記予め記憶モジュールには、食品ラベル情報に対応す
る価格情報がさらに記憶され、前記カスタマイズ手段は価格情報を送信できる。
【００１９】
　本発明の好適な形態としては、カスタマイズクライアントを更に備え、前記カスタマイ
ズクライアントは、ユーザーが様々な食材を選択するように、複数種の食材を表示する選
択モジュールと、ユーザーの選択情報を受信し、前記選択モジュールに電気的に接続され
る受信モジュールと、ユーザーが選択した後に商品を支払う支払いモジュールとを備え、
前記支払いモジュールが前記制御手段に電気的に接続される。
【００２０】
　本発明の好適な形態としては、ユーザーが選択しかつ選択された情報を送信するように
、１種又は複数種の食品情報及び／又は加工プロセス情報を表示する選択モジュールを備
える。
【００２１】
　本発明の好適な形態としては、前記選択モジュールに電気的に接続されて、食品情報を
感知して送信する感知モジュールをさらに備え、前記選択モジュールは食品情報を受信し
て表示することができる。
【００２２】
　請求項１に記載の飲食物調理装置に基づく飲食物調理装置の商業モードであって、ユー
ザーは費用を支払いかつ選択された調理対象の食材を飲食物調理装置に置き、飲食物調理
装置を起動し、飲食物調理装置の調理が終了すると、該調理食物を取る。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明の有益な効果は以下のとおりである
　１、本発明の前記飲食物調理装置は、ネットワーク通信手段を介して食品に対応する加
工プロセス情報を受信し、受信した加工プロセス情報に基づいて流量制御手段及び／又は
加熱手段が設定された流量に応じて水又は油などの液体を加えるように制御し、次にプリ
セットの電力図と加熱時間に基づいて加熱手段が加熱するように制御し、様々な食品を適
切に加工することができ、様々な食品の調理効果が最適になり、構成が簡単であり、メモ
リーシステムによって、食材を容易かつ迅速に加工調理することができ、店舗内に配置し
て、ユーザーが買った直後に加工するニーズを満たすことができ、
　２、本発明の前記飲食物調理システムは、複数種の食品ラベル情報が記憶され、カスタ
マイズ手段を設置することによって、ユーザーが食材を選択してプリセットプログラムに
基づいて調理して所望の食品を形成し、様々な食品に対応する加工プロセス情報が記憶さ
れ、食品ラベル情報を受信した後に該食品ラベル情報に対応する加工プロセス情報を自動
的に検索し、該加工プロセス情報を送信し、それにより、飲食物調理装置がプリセットの
加工プロセス情報を受信してプリセットの加工プロセス情報に基づいて加工し、ユーザー
がその他の操作を介せずに、該システムを起動して、食品の形成を待てばよく、簡単かつ
迅速であり、且つ選択された食材は限られず、野菜、海鮮又は肉であってもよく、又は半
製品たとえば即席麺などであってもよく、システム内のプリセットの時間と温度のみに基
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づいて食材の調理を達成でき、ユーザーの多様な選択を満たし、飲食物調理装置の加工が
人にやさしくかつインテリジェントになり、また、該加工プロセス情報と食品ラベル情報
がタイムリーに更新でき、新品種の食品と新たな加工方式を更新することが容易であり、
ユーザーの多様な選択を満たし、
　３、本発明の前記ユーザー端末は、ユーザーが選択するように、クライアントにおいて
食品情報を表示し及び／又は加工プロセス情報を表示し、ユーザーがニーズに応じて食品
及び／又は加工方式を選択し、選択された情報を飲食物調理装置に送信し、飲食物調理装
置が該情報を受信し対応する情報に基づいて加工し、食品情報のみを選択する場合、飲食
物調理装置が受信したプリセットの加工プロセス情報に基づいて加工し、食品と加工方式
両方を選択する場合、飲食物調理装置が選択された加工方式に応じて加工し、簡単になり
且つすべての人のニーズを満たし、
　４、本発明の飲食物調理装置の商業モードは、ある店舗が該飲食物調理装置を持てば、
ユーザーへ食材選択・迅速加工のサービスを提供することができる。
【００２４】
　本発明の他の特徴や利点は以下の明細書において説明されその一部は、明細書から明ら
かになるか、本発明を実施することによって把握できる。本発明の目的とその他の利点は
明細書、特許請求の範囲、及び図面に特に指摘された構造によって達成して得ることがで
きる。
【００２５】
　以下、図面と実施例によって、本発明の技術案を更に詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
　図面は、本発明を更に把握するためのものであり、明細書の一部であり、本発明の実施
例と組み合わせて本発明を解釈するものであり、本発明を限定するものではない。図面中
、
【図１】本発明の飲食物調理装置の構造模式図１である。
【図２】本発明の飲食物調理装置の構造模式図２である。
【図３】本発明の飲食物調理装置の構造模式図３である。
【図４】本発明の飲食物調理装置の原理模式図である。
【図５】本発明の飲食物調理システムの原理模式図である。
【図６】図５中のカスタマイズ手段の模式図である。
【図７】本発明のユーザー端末の原理模式図である。
【図８】本発明の自動調理システムの原理模式図である。
【符号の説明】
【００２７】
　各図においては、
　１、飲食物調理装置、
　１１、加熱手段、
　１２、流量制御手段、
　１３、制御手段、
　１４、ネットワーク通信手段、
　１５、感知手段、
　１６、表示手段、
　１７、ユーザー入力手段、
　１８、タイミング手段、
　１９、測位手段、
　１００、液体収容室、
　２、飲食物調理システム、
　２１、読み取り手段、
　２２、予め記憶モジュール、
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　２３、カスタマイズ手段、
　３、ユーザー端末、
　３１、選択モジュール、
　３２、感知モジュール、
　３３、支払いモジュール。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、図面を参照しながら本発明の好適な実施例について説明し、なお、ここで説明さ
れた好適な実施例は本発明を説明して解釈するためのものであり、本発明を限定するもの
ではない。
【００２９】
　図１～４に示されるように、本発明は、飲食物調理装置１を提供し、本体と、加熱手段
１１及び／又は流量制御手段１２と、前記加熱手段１１及び／又は流量制御手段１２に電
気的に接続されて前記加熱手段１１及び／又は前記流量制御手段１２を制御する制御手段
１３と、前記制御手段１３に電気的に接続されて加工プロセス情報を受信するネットワー
ク通信手段１４とを備え、前記ネットワーク通信手段１４はｗｉｆｉ（登録商標）又はイ
ーサネット（登録商標）通信ケーブルなどのネットワーク接続装置であってもよく、短距
離無線伝送などの方式を用いるものであってもよく、ｗｉｆｉ又はイーサネット通信ケー
ブルなどのネットワーク接続装置であることが好ましく、前記加熱手段１１は、電力又は
温度を制御しやすい誘導電気加熱炉であることが好ましく、前記流量制御手段１２は、流
量をより正確に制御する流量計と電磁弁の制御方式を用いることが好ましく、その他の制
御方式を用いてもよく、前記飲食物調理装置には、前記流量制御手段１２に接続される液
体収容室１００が内蔵されてもよく、液体供給装置が外部に配置されてもよく、前記制御
手段は前記液体収容室の給水時間を制御するように、前記液体収容室に電気的に接続され
る。なお、該液体収容室は、温水を貯蔵してもよくて、冷水を貯蔵してもよく、冷水を貯
蔵することが好ましく、冷水を貯蔵する場合の利点は、所望の食品のニーズに応じて加熱
温度を選択でき、また温水を浪費しないことであり、前記制御手段１３はシングルチップ
マイクロコンピュータ又はマイクロチップなどであってもよく、使用するとき、前記ネッ
トワーク通信手段１４は加工プロセス情報を受信して前記制御手段１３に送信し、前記制
御手段１３は加工プロセス情報に基づいて加熱手段１１及び／又は流量制御手段１２が食
品を加工するように制御し、加工プロセス情報は、加水量、加熱温度、加熱時間、加熱率
変化曲線などの情報を含み、それにより、様々な食品に対するやさしい調理を実現し、ま
た、前記ネットワーク通信手段１４を設置することによって、食品ラベル情報、及び対応
する加工プロセス情報を随時に更新することができ、ただし、前記ネットワーク通信手段
１４は支払い情報を受信してもよく、たとえば支払い一体式であり、前記ネットワーク通
信手段１４は支払い情報を受信して該情報を前記制御手段１３に送信し、前記制御手段１
３は支払い情報を受信した後、加工操作を行う。
【００３０】
　本発明の前記飲食物調理装置は、ネットワーク通信手段１４を介して対応する食品の加
工プロセス情報を受信し、受信した加工プロセス情報に基づいて流量制御手段１２及び／
又は加熱手段１１が設定された流量に応じて水又は油などの液体を加えるように御制し、
次にプリセットの電力図と加熱時間に基づいて加熱手段１１が加熱するように制御し、様
々な食品を適切に加工することができ、様々な食品の調理効果が最適になる。
【００３１】
　また、前記ネットワーク通信手段１４に電気的に接続される感知手段１５をさらに備え
、前記感知手段１５は、食品ラベル情報を感知して、食品ラベル情報を前記ネットワーク
通信手段１４に送信し、前記ネットワーク通信モジュール１４は食品ラベル情報を送信し
て、該食品ラベル情報に対応する食品加工プロセス情報を受信し、簡単かつ迅速であり、
感知すれば対応する加工プロセスを自動的に完了させることができ、前記感知手段１５は
、画像認識装置及び／又はＮＦＣカードリーダーを用いることが好ましく、食品ラベル情
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報を効果的に認識することができ、現在の食品はバーコード又は二次元コードなどの対応
する情報を有することが多く、画像認識装置を用いてバーコード又は二次元コードを認識
して食品ラベル情報を取得することができ、食品包装にＮＦＣラベルが設けられると、Ｎ
ＦＣカードリーダーによって該食品ラベル情報を読み取ることができる。前記感知手段１
５は、食品を乗せる前記飲食物調理装置１の支持台の近くの位置に、食品のラベルに対応
して設けられてもよく、使用するとき、簡単かつ容易に感知でき、また、前記感知手段１
５は受け取りなどに用いられてもよく、画像認識装置である場合には、支払い二次元コー
ドを走査して受け取り、ＮＦＣカードリーダーである場合、カード決済又は携帯電話支払
い端末とタッチするなどの方式で受け取り、前記感知手段１５で受け取る場合、前記感知
手段１５が前記制御手段１３に電気的に接続され、前記制御手段１３が支払い信号を受信
してから、加工操作を行う。
【００３２】
　また、前記ネットワーク通信手段１５に電気的に接続される表示手段１６をさらに備え
、前記表示手段１６は、たとえば食品ラベル情報、加工プロセス情報、価格情報などの情
報を表示することに用いられてもよく、広告などを表示することに用いられてもよく、該
表示手段１６はたとえば支払い二次元コードなどを表示することに用いられてもよく、ユ
ーザーが支払い二次元コードを走査することによって支払い又はその他の操作を行うこと
ができ、前記表示手段１６はディスプレイであることが好ましい。
【００３３】
　また、前記制御手段１３及び／又は前記ネットワーク通信手段１４に電気的に接続され
るユーザー入力手段１７をさらに備え、使用するとき、ユーザーの選択又は確認を必要と
する加工プロセスが多くあり、たとえば加工が始まるとき、ユーザーがクリックして確認
することが好ましく、たとえばある食品が様々な味又は食感の複数種の加工方式に関連す
ると、ユーザーが選択してから、前記制御手段１３がユーザーにより選択された加工プロ
セス情報に応じて加工し、また、ユーザーが入力し、すなわち、ユーザーが加える液体流
量及び加熱時間、加熱温度などの情報を入力するように設定してもよく、前記制御手段１
３がユーザーにより入力された加工情報に基づいて調理し、それにより様々なユーザーの
ニーズを満たし、インテリジェント制御ができるだけではなく、ユーザーのニーズに応じ
て調整することもでき、前記ユーザー入力手段１７は前記表示手段１６に集積されたタッ
チディスプレイであることが好ましく、それにより、その他の装置を個別に設ける必要が
ない。
【００３４】
　また、前記制御手段１３に電気的に接続されるタイミング手段１８をさらに備え、それ
により、各プロセスに対して正確な時間制御を行うことができ、加工プロセスに基づいて
カウントダウンなどをプロンプトし、すなわち残る加工時間をタイムリーに表示して、ユ
ーザーにプロンプトするようにしてもよく、また、遅延操作などを設定してもよく、ユー
ザーが加工するとき、加熱に係るため、ユーザーの安全のために、遅延起動を設定して、
前記表示手段１６と協力して、起動開始にどれくらい時間がかかるなどをプロンプトする
ようにしてもよい。
【００３５】
　さらに、図５、６に示されるように、本発明は、飲食物調理システムをさらに提供して
おり、該飲食物調理システムは、選択された食材に応じて所望の食物に変換する読み取り
手段と、前記読み取り手段に対応するカスタマイズ手段と、前記カスタマイズ手段に基づ
いて飲食物調理指令を実行する制御手段とを備え、前記読み取り手段が前記カスタマイズ
手段に電気的に接続され、前記カスタマイズ手段が前記制御手段に電気的に接続される。
【００３６】
　以上の説明においては、前記読み取り手段は、二次元コード又はバーコードを介して所
望の食物情報を取得する走査モジュールを備え、外部ボタンを介して所望の食物を押圧し
て食物情報を読み取る起動モジュールを備えてもよい。
【００３７】
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　たとえば、読み取り手段は走査モジュールを備え、走査モジュールを介して食品二次元
コードバーコード又は携帯電話などのクライアントを走査し、走査モジュールによって食
品情報を取得して、更に予め記憶され、加熱時間、加熱温度、加熱水量などを含むがそれ
らに限られない食品調理方式を呼び出す。たとえば、読み取り手段は起動モジュールを備
え、システム外付け機器に対応するボタンが設けられてもよく、ボタンを介して読み取り
手段を起動させて必要な情報を取得させる。
【００３８】
　上記カスタマイズ手段を設置することによって、ユーザーにより選択された食材をプリ
セットプログラムに基づいて調理して所望の食品を形成し、ユーザーはその他の操作を介
せずに、該システムを起動して、食品の形成を待てばよく、簡単かつ迅速であり、且つ選
択された食材は限られず、野菜、海鮮又は肉であってもよく、又は半製品たとえば即席麺
などであってもよく、システム内のプリセットの時間と温度のみに基づいて食材の調理を
達成でき、ユーザーの多様な選択を満たす。従来のシステムは、一般的には、簡単な麺類
しか作製できるが、該システムは麺類を作製できるだけではなく、その他の食品も作製で
き、それにより、ユーザーの様々な好みを満たし、新鮮な食材を選択することで、健康な
飲食を実現することもできる。
【００３９】
　図６に示されるように、前記カスタマイズ手段は、前記選択モジュールにおける食物に
対応するレシピが予め記憶される予め記憶モジュールを備え、前記予め記憶モジュール２
２には食品ラベル情報に対応する価格情報がさらに記憶され、前記カスタマイズ手段２３
が価格情報を送信でき、前記飲食物調理装置１又はユーザー端末３が対応する価格情報を
受信でき、ユーザーが支払った後に、前記飲食物調理装置１が対応する加工を自動的に完
了させ、それにより食品の自動販売と加工を完了させ、ユーザーの様々なニーズを満たし
、また、選択された食物に応じて前記予め記憶モジュールにおける食物レシピを迅速に呼
び出す呼び出しモジュールと、前記制御手段に電気的に接続され、前記呼び出しモジュー
ルにおけるレシピに必要な水使用量、調理温度及び調理時間に応じて設定値を設定する設
定モジュールとを備え、前記制御手段は、前記設定モジュールの設定情報に応じて水使用
量、調理温度及び調理時間を制御し、複数種の食品ラベル情報、及び様々な食品に対応す
る加工プロセス情報が記憶され、食品ラベル情報を受信すると、該食品ラベル情報に対応
する加工プロセス情報を自動的に検索し、該加工プロセス情報を送信して、飲食物調理装
置１がプリセットの加工プロセス情報を受信してそれに従って加工し、飲食物調理装置の
加工が人にやさしくかつインテリジェントになり、また、該加工プロセス情報と食品ラベ
ル情報がタイムリーに更新でき、新品種の食品と新たな加工方式を更新することが容易で
ある。
【００４０】
　また、本発明の飲食物調理システムは、支払い手段を更に備え、前記支払い手段が前記
制御手段に電気的に接続されて、前記制御手段が前記支払い手段による支払い完了を認識
すると、調理指令を実行する。該支払い手段の支払い方式は、たとえば走査支払い、現金
払い又はカード決済支払いの複数種あり、ここで限定しない。
【００４１】
　図７に示されるように、本発明は、ユーザー端末３をさらに提供し、上記のいずれか１
項に記載の飲食物調理装置１及び／又は上記のいずれか１項に記載の飲食物調理システム
２に電気的に接続されるユーザー端末３において、
　ユーザーが選択しかつ選択された情報を送信するように、１種又は複数種の食品情報及
び／又は加工プロセス情報を表示する選択モジュール３１を備え、前記選択モジュール３
１には前記飲食物調理装置１が加工可能な食品情報が表示されるとともに、様々な食品の
加工プロセス情報が表示され、食品情報は、たとえば価格、味、食感及び選択人数などの
情報を含み、加工プロセス情報は、たとえば加工時間、加水量、加熱時間、加熱温度など
の情報を含み、複数種の加工方式に関連すると、ユーザーが選択するように、すべて表示
し、ユーザーが選択して、ユーザーにより選択された情報が送信され、前記飲食物調理装
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置１が情報を受信して、ユーザーにより選択された方式に応じて加工し、前記飲食物調理
システム２がユーザーにより選択された情報を受信した後、前記飲食物調理装置１に送信
し、飲食物調理装置１がユーザーにより選択された加工方式に応じて加工する。
　更に、
　前記選択モジュール３１に電気的に接続されて、食品情報を感知して送信する感知モジ
ュール３２を備え、
　前記選択モジュール３１は食品情報を受信して表示することができ、使用中、ユーザー
は食品の前に立って食品を直接選択すると、前記ユーザー端末３における感知モジュール
３２を用いて食品ラベル情報を感知し、感知した食品ラベル情報を送信し、前記選択モジ
ュール３１は該食品ラベル情報に対応する食品情報と加工情報を表示し、食品情報は、た
とえば価格、食感、味などを含むがそれらに限られず、食品加工情報は、たとえば加工時
間、加水量、加熱時間、加熱温度などの情報を含むがそれらに限られず、複数種の加工方
式に関連すると、ユーザーが選択するように、すべて表示し、ユーザーが選択して、ユー
ザーにより選択された情報が送信され、前記飲食物調理装置１が情報を受信して、ユーザ
ーにより選択された方式に応じて加工し、前記飲食物調理システム２がユーザーにより選
択された情報を受信した後、ユーザーにより選択された情報を前記飲食物調理装置１に送
信し、飲食物調理装置１がユーザーにより選択された加工方式に応じて加工し、前記感知
モジュール３２は、食品の既存のラベルを迅速に認識するように、画像認識装置及び／又
はＮＦＣカードリーダーであることが好ましい。
【００４２】
　なお、本発明の飲食物調理システムはカスタマイズクライアントを更に備え、前記カス
タマイズクライアントは、ユーザーが様々な食材を選択するように、複数種の食材を表示
する選択モジュールと、ユーザーの選択情報を受信し、前記選択モジュールに電気的に接
続される受信モジュールとを備え、前記ユーザー端末３は、前記選択モジュール３１に電
気的に接続され、ユーザーが選択した後に商品を支払う支払いモジュール３３をさらに備
え、前記支払いモジュールが前記制御手段に電気的に接続され、使用するとき、カスタマ
イズクライアントを設置することによって、カスタマイズクライアントにおいて所望の食
品を選択して支払い、それにより飲食物調理システムを起動することができ、ユーザーが
ニーズに応じて前記支払いモジュール３３を用いて支払うことができ、且つ支払い情報が
前記ユーザー端末３により送信され、前記飲食物調理装置１が支払い情報を受信した後に
対応する加工操作を開始し、ただし、前記ユーザー端末３はコンピュータ、携帯電話、Ｐ
ＡＤなどの、ネットワーキングして操作可能な装置であり得る。
【００４３】
　さらに、本発明の飲食物調理システムはカスタマイズクライアントを更に備え、前記カ
スタマイズクライアントは、ユーザーが様々な食材を選択するように、複数種の食材を表
示する選択モジュールと、ユーザーの選択情報を受信し、前記選択モジュールに電気的に
接続される受信モジュールと、ユーザーが選択した後に商品を支払う支払いモジュールと
を備え、前記支払いモジュールが前記制御手段に電気的に接続される。カスタマイズクラ
イアントを設置することによって、カスタマイズクライアントにおいて所望の食品を選択
して支払い、それにより飲食物調理システムを起動することができる。
【００４４】
　図８に示されるように、本発明は、自動調理システムをさらに提供し、上記の飲食物調
理装置１と、飲食物調理システム２と、ユーザー端末３とを備え、ユーザーはその場で直
接飲食物調理装置１を使用し、前記飲食物調理システム２と協力して自動加工を達成して
もよく、前記ユーザー端末３によって選択して食品を加工してもよく、前記飲食物調理装
置１には測位手段１９が設けられ、ユーザーはユーザー端末３を使用する場合、近くの飲
食物調理装置１を検索し、ニーズに応じて近くの飲食物調理装置１を選択して加工するこ
とができる。
【００４５】
　また、本発明は、飲食物調理装置の商業モードをさらに提供しており、該商業モードは
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、具体的には、費用を支払ってユーザーが選択された調理対象の食材を飲食物調理装置に
置き、飲食物調理装置を起動し、飲食物調理装置の調理が終了すると、該調理食物を取る
。該商業モードは価値が高く、あるファーストフード店を例として挙げると、統計によれ
ば、現在、このファーストフード店が朝食、昼食及び夕食を提供しているが、その形式が
単一であり、且つ朝食の占める割合が高く、夕食の販売が１０％未満であり、しかしなが
ら、該店が一台の飲食物調理装置を追加すると、ユーザーが食材を選択して数分間待って
、食材の調理を完了させて、所望の食品を形成することができ、ユーザーのニーズとユー
ザーの興味の角度から、毎日、該店舗で食事ピーク時間にユーザーが該機器を使用する頻
度が約７２回であり、事実上、店舗の売り上げを向上させるとともに、ユーザーがカスタ
マイズクライアントによって様々な食材を選択し、又はカスタマイズクライアントの推薦
に基づいてワンキーで所望の食品を形成することができ、容易かつ迅速であり、該方式は
必ず消費者に好まれる。
【００４６】
　明らかに、当業者であれば、本発明の主旨や範囲から逸脱することなく、本発明に対し
て様々な修正や変形を行うことができる。本発明のこれらの修正や変形が本発明の特許請
求の範囲及びその等価技術の範囲内に属すると、本発明はこれらの修正や変形を含む。
 

【図１】 【図２】

【図３】
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